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鹿児島県高校テニス登録・大会申込 マニュアル 

 

１ 登録・申込ファイルについて 

（１）ブックの構成 

   以下の６枚のシートからなる Excel97-2003 の互換ブックです。保存は Excel で

あれば構いません。 

   登録(学校・選手情報の登録シート)， 

高校総体・サマーＪＲ・新人戦・会長杯・樋口杯(各大会の申込シート) 

 ※ ブブッッククおおよよびびシシーートトはは保保護護ししてていいまますす。。勝勝手手にに保保護護をを解解除除ししてて，，ブブッッククおおよよびびシシ

ーートトをを変変更更ししなないいででくくだだささいい。。 

（２）保存方法 

  保保存存名名はは，，必必ずず「「学学校校名名＋＋男男女女＋＋テテニニスス申申込込登登録録」」ととししててくくだだささいい。。  

  (例) 鶴丸男テニス申込登録.拡張子(xls，xlsx のいずれでも構いません。) 

  ＢＢ～～ＤＤチチーームムのの登登録録がが必必要要なな場場合合はは，，登登録録ののシシーートトでで選選択択ししたた学学校校名名とと同同じじアアルル

フファァベベッットトをを全全角角でで入入力力ししててくくだだささいい。。登録シートで選択した学校名をコピーして，

ファイル名とすることをお勧めします。 

  (例) 鶴丸女Ｂテニス申込登録.拡張子 

（３）年度データの更新 

  新年度になりましたら，前年度のファイルを更新してください。前年度のデータを

コピーして貼り付けたり，前年度のシートをそのまま使ったりすることも可能ですが，

以下の点に注意してください。 

  ア 選手の学年を改めてください。 

  イ 各大会の申込シートの登録番号は削除してください。 

   

また，統廃合等により校名が変更した場合，新学校名のデータが入ったファイルが

必要です。専門委員長へご連絡ください。 

 

 

２ 申込状況の確認 

 データの受付状況を高体連テニス専門部 HP に掲載します。○印がついていない学校

はデータの受付が完了していないので，再び送信してください。△印がついている場合

は，入力したデータに不備があります。専門部に問い合わせて，修正した後データを送

信してください。 

 なお，これは専門部によるメールでのデータ受信状況の確認であり，高体連事務局(鹿

児島南高校内)や県テニス協会への郵便物が届いたことを示すものではありません。 

 

 

 



− 18 −

３ 事前準備 ～登録シートの入力～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (1) 学校情報を入力する                   × 直接入力 

  「学校名」「年度」「男女」の欄は，直接入力ではなくセ   

ルをクリックしてリストから選択してください。直接入力 

すると，申込シートに反映されません。 

(2) 顧問情報を入力する 

  全て直接入力してください。「住所」は勤務先のもので 

構いませんが，「TEL」は携帯電話番号の入力をお願いしま 

す。申込内容の確認を夕方以降に行うため，内容の誤りが ○ リストからの選択 

あった場合の連絡・質問が遅い時間になるためです。 

(3) 選手情報を入力する 

  「生年」「生月」「生日」「学年」の欄は，学校情報と同  

様にセルをクリックしてリストから選択してください。 

 「姓」「名」はそれぞれ全角３文字以内で，「ふりがな」は 

全角８文字以内で直接入力してください。文字と文字の間 

に空白を入れないでください。 
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４ 大会参加申し込み ～申込シートの入力～ 

（１）高校総体・新人大会 

 

① 左側の黄色のセルに出場選手の登録番号を入力してください。姓・名・ふりがな・

学年・生年月日は，登録シートとリンクしています。 

注注意意事事項項  

② 入力の優先順位は次の通りです。例として上図(高校総体申込)をご参照ください。 

 １ 団体に出場する選手。 

 ２ 団体に出場せず，シングルスに出場する選手。 

 ３ 団体に出場せず，ダブルスのみに出場する選手。 

③ 団体戦に登録する選手(高校総体４～５人・新人大会４～９人)は，リストから○を 

選択してください。新人大会で４人未満のためＢパートに出場する場合も同様です。  

④ 個人戦シングルスは上から実力順に１～６の番号を入力してください。なお，高校 

総体においては，県ランキング４位までの選手を有する学校は出場枠が増えます。 

⑤ 個人戦ダブルスは，ペア同士で１～４の同じ番号を入力してください。なお，ダブ 

ルスも実力順の登録ですが，シングルスの実力とは一致しない場合もあります。 

⑥ 校長氏名欄の上の年月日に，入力日または提出日を入力してください。 

⑦ シートを印刷し，監督・コーチの学校職員・外部指導者の欄に○印をつけ，校長印

を押した後にＰＤＦ化してください。ＰＤＦファイルは県高体連指定のシステムにア

ップロードしてください。併せて，データ（Excel ファイルのまま）を添付し，専門

部の指定するアドレスにメールを送ってください。 

 

よよくくああるる誤誤りり  

※団体戦に出場する選手は上につ         

 めて登録(伊藤は№5の位置に)。 

※シングルスは上から実力順に登 

 録する(田中と斉藤は逆)。 

※団体戦不出場選手の個人戦上位 

登録(髙橋)は可能。 

※参加負担金の集計上，出場しな 

い選手は名簿に載せない(鈴木)。 
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（２）サマージュニア・会長杯 

 

① 左側の黄色のセルに出場選手の登録番号を入力してください。姓・名・ふりがな・

学年・生年月日は，登録シートとリンクしています。 

注注意意事事項項  

② 入力の優先順位は次の通りです。例として上図(ｻﾏｰｼﾞｭﾆｱ申込)をご参照ください。 

１ ２年の部(会長杯では 18 歳以下)シングルス 

 ２ １年の部(会長杯では 16 歳以下)シングルス 

③ ２年の部(または 18 歳以下)は上から実力順に 21～28 を，１年の部(または 16 歳以 

下)は同じく実力順に１～８を入力してください。 

④ １枚のシートに登録できるのは各学年(または年齢)最大８人までです。同じ学年 

(または年齢)につき９人以上の選手を登録する場合は，同一ファイル内にシートを 

増やすのではなく，ファイルをコピーし，「３ 事前準備 ～登録シートの入力～」

(1)の「学校名」選択の際にＢチーム（例「鶴丸Ｂ」）を選択してから選手情報の入

力を行ってください。また，ファイル名にも学校名の後にＢ(全角)を入れてくださ

い。もう一方をＡにする必要はありません。 

⑤ 印刷等は「高校総体・新人大会」と同様ですが，郵送先は県テニス協会です。Excel

ファイルのメール送信は，専門部の指定するアドレスまでお願いします。 

 

よよくくああるる誤誤りり                            図図１１                      図図２２  

※シートをコピーして選手登録 

 を行っている(図１)。 

※同じシート内に同じ種目で９ 

人以上の選手を登録している 

(図２)。 
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（３）高校樋口杯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 左側の黄色のセルに出場選手の登録番号を入力してください。姓・名・ふりがな・

学年・生年月日は，登録シートとリンクしています。 

注注意意事事項項  

② 入力の優先順位は次の通りです。例として上図をご参照ください。 

１ ２年の部シングルス → ２ ２年の部ダブルス 

→ ３ １年の部シングルス → ４ １年の部ダブルス 

③【出場人数に関する変更点】令和５年度大会から，男女とも以下のとおり変更します。 

 シングルス １校 12 人以内(２年の部・１年の部の合計人数)。 

 ダブルス  ２年の部は１校６組以内。 

       １年の部は制限無し。ただし，申込数が 64 組を超えた場合は申込数の

多い学校から制限をかける。 

 ・１年生が２年の部に出場することは可能。(上図の鈴木は，ダブルスは２年の部に，

シングルスは１年の部に出場。シングルスで２年の部に出場することも可能。) 

・ダブルスにおける他校選手との組み合わせは不可 

④ シングルスは上から実力順に，２年の部は 21～28 を，１年の部は１～8 を入力し

てください(両種目の合計人数は 12 人以内)。ダブルスは上から実力順に，２年の部

は 11～16 を，１年の部は 1～(１年の部は制限無し)となります。ペア同士で同じ番

号を入力してください。 

⑤ １枚のシートに登録できるシングルス選手は，２年の部・１年の部それぞれで８人

までです(ダブルスは制限なし)。その点を考慮し，必要に応じて「サマージュニア・

会長杯」の④と同様にＢチームのファイルを作成し，選手情報の入力を行ってくださ

い。ただし，ダブルスのペア同士は同じファイルにしてください。なお，２年の部と

１年の部でファイルを別にしても構いませんが，その際は一方をＢにしてください。 

⑥ 印刷，郵送，データのメール送信は，「サマージュニア・会長杯」と同様です。 
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